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Web 表１ 基礎分泌インスリン補充用に用いられているインスリン製剤 

 
*a：作用時間の「中」とは、超即効型、即効型と長時間作用型の間であるとの意味。 
*b：NPH とは、Neutral Protamine Hagedorn の略称。インスリンに硫酸プロタミンを

添加して結晶化させることで、体内で徐々に溶けだすようにした製剤。ヒュマリンＮやノ

ボリン N の N は、NPH ののことを意味している。イソフェン インスリンともいう。 
 
Web 表２：新たなランダム化比較試験５件の特徴 

 
すべての試験で、デグルデク（D)とグラルギン（G)が比較され、全試験で 
HbA1c は同等程度の低下を示し、BRIGHT を試験除いて、低血糖症状は 
デグルデク群で少なかった（Pan らでは少ない傾向、他は統計学的に有意）。 
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Web 表３：重症低血糖の頻度比較（DEVOTE 試験） 

 
なお、試験前の HbA1c は両群とも 8.4％で、試験開始後の差は 0.01％に過ぎず、ほとん

ど同じであった。ただし、空腹時血糖値は、デグルデク群の方が有意に低かった。 
 
 
Web 表４：DEVOTE 試験の主な結果（総死亡など） 

 
*a：主アウトカムは心血管疾患死+心筋梗塞+脳卒中  
*b：拡大複合アウトカムは、主アウトカム+入院不安定狭心症 
*c：非劣性試験の p 値は＜0.001（非劣性マージン 1.3 とし、片側検定で） 
 


